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１回戦 匚是」グループ対域内国民 匚否」ｸ 勹レープ
２回戦「是」ｸ 勹レープ対域内国民 匚否」ｸ 勺レープ
３回戦　 １回戦劈价 対　 ２回戦勝組
（改めて，「是」「否」ｸ 勹レープを設定してもよい｡）


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｔ ： 指 示
Ｐ ： ノ ー ト
・ＥＵの統合をよりよく進めるには
デメリットを小さくし，メリットを大
きくしなければならない。それには，
各国，民族の事情や文化を尊重しなが
ら，経済発展に努めなければならない。
ワークシート3）以外の資料は，教科書『新編　新しい社会　地理』（東京書籍, 1998) による。
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このように書けば,読むだけでこんな討論はさ
せるべきではない
，できないという意見が出てこ
よう
。そうなれば，それはなぜか，どこを修正す
るべきか
，と授業研究のための討論が起きる。
また
，この学習指導案に基づいて，実際に授業
を行ったとする。授業の事実と照らし合わせるこ
とも容易である。
ここで新たに作成した学習指導案は
，本小論の
冒頭において引用した学習指導案とは
，決定的に
異なるＯ授業研究に資するものになり得ている。
５。結　語
社会科討論授業の学習指導案には
，問題かおる。
そもそも学習指導案が書かれない傾向かおり
，書
かれても不十分であることだ。その改善を図るこ
とが目的であった。
そこで
，社会科討論授業のための学習指導案の
内容と作成方法について明らかにしてきた
。社会
科学習指導案作成に関する先行研究の成果を
，討
論授業に適した学習指導案の内容,作成方法へと
変形する試みを行った
。次二つである。
①　対立的な主張や現実の論争についての検討
を行うことを目標決定の過程に加えること
②　知識・理解の構造を討論展開のモデルに代
えること
こうして明らかになった方法にもとづいて
，社
会科討論授業の学習指導案作成の事例を示すよう
にした
。日常的な授業の中で可能な，１時間の討
論授業の学習指導案作成を示すことにした
。
ただし
，単元レベルの討論授業の学習指導案作
成の実際を示すまでに至らなかった
。それでも，
単元レベルの場合も
，ほぼ同じような内容，方法
で可能だと考えている
。別の機会に示したい。
また
，このようにして作成した討論授業の学習
指導案を実践に移すことも試みてみたい
。その結
果によって
，さらに社会科討論授業を充実させる
学習指導案の内容及び作成方法を考察できる。
〔註〕
１）ここで明らかにされた目標決定過程は
，必ずしも
順序通り進むとは限らない
。前後しつつそれぞれの
内容が関連づけられ
，目標決定に至る。
２）学習指導案には，評価は記していない。評価につ
いては，別の機会に明らかにする。
３）ワークシートについては,佐長, 1997を参照のこと。
［引用及び参考文献］
伊東亮三, 1981,「正しい授業設計論に基づいた教科書
の利用」
，教育情報センター（編）『社会科教育218号
社会科教育年鑑’81年版』，明治図書。
，（編著), 1982,『達成目標を明確にした社会
科授業改造入門』，明治図書。
1991,「社会科授業構成理論の発達」，朝倉隆
太郎（編）『現代社会科教育実践講座　第５巻　社会
科の授業理論と実際』，現代社会科教育実践講座刊行会, PP-8 -16o
岩田一彦（編著), 1991,『小学校社会科の授業設計』，
東京書籍。
, 1993,『小学校社会科の授業分析』，東京書籍。
大西健夫・岸上厦太郎（緇), 1995,『EU　統合の系譜』，
早稲田大学出版部。
・中曽根佐織（繼), 1995,『EU　制度と機能』，
早稲田大学出版部。
・岸上慎太郎（編), 1995,『EU　政策と理念』，
早稲田大学出版部。
梶田孝道, 1993,『統合と分裂のヨーロッパ』，岩波書店。金丸輝男(繼), 1996,『ヨーロッパ統合の政治史』，有
斐閣。
佐長健司(編著), 1997,『社会科でディベートする子ど
もを育てる』，明治図書。
澁澤文隆(編著), 1995,『新学力観に基づく中学校社会
科指導細案　地理的分野　１年』，明治図書。
清水毅四郎, 1995,｢社会科学習指導案づくり・実践研
究の歩み｣
，溝上泰・片上宗二・北俊夫編『学習指導
案の類型と立案のアイデア』
，明治図書，ppユ56-168。
次山信男, 1990,『学習指導案の立て方活かし方』，東洋
館出版。
原田智仁, 1995,匚高等学校地理歴史科の授業づくりの
方法｣
，星村平和(編著)『社会科授業理論と展開』，
現代教育社, pp.lll-1190
星村平和・岩田一彦, 1983,｢初等社会科の授業構成｣
，
社会認識教育学会『初等社会科教育学』
，学術図書。
森分孝治, 1978,『社会科授業構成の理論と方法』，明治
図書。
，河南一, 1982,匚社会科学的概念学習の授業
構成（Ⅲ）－『平安期の時代構造』の教授書試案－」，
『広島大学教育学部学部附属共同研究体制紀要　第10号』, pp.35-460
1985,「社会科学的概念学習の授業
構成（Ｖ）－『鎌倉幕府の成立』の教授書試案－」，
『広島大学教育学部学部附属共同研究体制紀要　第13
号』, pp.21-330横山三四郎, 1992,『超国家ＥＣ』，講談社。
－18－
